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1出典︓経済産業省 2020年経済構造実態調査（⼄調査）、2020年⼯業統計調査より作成
情報サービス産業︓ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業、インターネット付随サービス業

情報サービス産業の規模、業務構成

• 情報サービス産業の従業員は約113万⼈。業務種別では、受注ソフトウェアが54.8％を占める。

情報サービス産業の業務種類別構成⽐情報サービス産業の規模

従業員数︓113万⼈（2020年／全国）
売上⾼︓27兆円
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 情報処理・通信に携わる⼈材は、⽇本では約3/4がIT企業に所属しているのに対して、⽶国では約
65％が⾮IT企業に所属しており、⽇本のIT⼈材の偏在が特徴的である。

IT⼈材の偏在

出典︓DX⽩書（IPA・2023年）
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⽇⽶の情報処理・通信に携わる⼈材の数 （⼈）



IT企業・事業会社の間の⼈材流動も限定的

• IT企業から事業会社に直近2年で転職した⼈は6.2％と、2022年度と⽐べると微増
しているが、IT企業間での⼈材流動が7.1%と引き続き⾸位。

出典︓情報処理推進機構「デジタル時代のスキル変⾰等に関する調査(2023 年度)全体報告書」（2024年.7⽉）から抜粋 3



4
出典︓情報通信⽩書2024（総務省）及び「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活⽤の動向に関する調査研究」総務省（2024）より作成

• ⽇本では、システム開発を⾃社主導で実施していると回答したのは41.3%であるのに対し、諸外
国では約85〜95%となっており、⽇本と⼤きな差がある。

システム開発の内製化状況（各国⽐較）



5出典︓DX動向2024（IPA）

• DXの成果が出ている企業は、「内製化を進めている」の回答割合が⾼い。課題としては、「⼈材の確
保や育成が難しい」が最多。

システム開発の内製化の状況と課題

• システム開発の内製化の設問で「内製化
を進めている」 と回答した企業が対象

• DXの成果の有無の設問で「成果が出ている」
「成果が出ていない」と回答した企業が対象



ソーシング⼿段の経年変化
• 事業戦略やITシステムに適⽤しているソーシング⼿段のうち「内製による⾃社開発」はいずれの対象
事業・システムにおいても増加傾向。

ソーシング⼿段 2023年度ソーシング⼿段 2022年度

出典︓情報処理推進機構「DX動向2024（本⽂）」（2024年6⽉27⽇）を⼀部加⼯ 6
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Society5.0時代になぜアジャイルが必要なのか
• 価値創造社会となるSociety5.0においては、従来の「問題を分析して論理的に解決」から「観察と
フィードバックによって探索と適応を繰り返す未来創出型」へとパラダイムが変化。

• アジャイルによる仮説検証型の問題解決⽅法は、ソフトウェア開発のみならず、個⼈／組織にとって新
しい価値を創出する上で不可⽋な考え⽅。

（出典）https://dx.ipa.go.jp/agile
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⽣成AIがITエンジニアリングにもたらす影響

スキルへの影響
 ⽣成AIがコーディングを担うことになると、より上流のシステムエンジニアリング⼒、⽣成AIの提案
を判断するリテラシーなど、本質的なエンジニアリングスキルが重要に。

 ⾮エンジニアがコードやUIを⽣成できるようになり、⼩規模案件ではエンジニアの必要性が下がる
可能性。今後、メタスキル・ソフトスキルの重要性が増す。

システムへの影響
 近年コーダーが⾼齢化しており、⽣成AIを活⽤しなければ社会インフラを保てなくなってしまう。
 既存システムが⽣成AIで効率化されていく中で、今後構築するシステムでは補助ツールとして⽣
成AIを使うにとどまらず、⽣成AIを中⼼にシステムやサービスが組まれていく可能性がある。

 ⽣成AIを導⼊してもシステム品質の担保が必須である点は変わらない。

出典︓第22回デジタル時代の⼈材政策に関する検討会（2024年5⽉） 議事要旨より作成

• ⽣成AIの進化と活⽤により、エンジニアスキル、システム開発・運⽤への様々な影響が想定される。
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本⽇の論点（価値創造・仮説検証、⽣成AI）

 Society5.0に向けて、DXを実装する専⾨⼈材の育成に求められるITエンジニアリングには、情報
システムの着実な開発・運⽤による課題解決にとどまらず、価値創造への貢献を視野に⼊れること
が不可⽋に。
 複雑で不確実な時代においては、観察し実験しながら探索し、仮説を⽴てては検証し、状況に適応しな

がらより⾼い価値を⽣み出していく活動、すなわち、従来型の予め定義された要件を確実に達成していくア
プローチではなく、仮説検証型の問題解決のアプローチが必要不可⽋となる。

 ビジネス環境の変化にデリバリーのスピードを合わせるため、ITエンジニアリングも開発側とビジネス側が⼀
体となることが求められ、開発体制も内製化の⽅向へと進む。

 分業を前提に専⾨化された従来の開発体制のみに必要な⼈材像を変⾰し、状況に応じ柔軟に対応す
るためのフルスタックな知識・スキルの志向、絶え間ない成⻑のマインドを備えることが求められる。

 ⽣成AIの進展により、複数のタスクを担うマルチエージェントや、LLMが使うべきツールを提⽰し、
エージェントプログラムがタスクを⾏うなど、情報を引き出すだけでなく、情報の書き換え・操作もでき
るようになり、⼈と⽣成AIが⼀緒になって価値創造を実現することが可能となってきている。
 ITエンジニアリングを考える上で、⽣成AI等のデジタル技術の急速な進展がもたらす影響は⼤きい。

 情報システムの価値も知識創造へと進化することが期待される。情報システムの開発・運⽤においても、
先端的な技術に挑戦するより、利⽤実績重視の保守的な技術選択にとどまる姿勢では、価値創造への
貢献も限定的に。


